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（４）生活習慣病の有病者及び予備群の状況 

高齢化の急速な進展に伴い、疾病構造も変化し、疾病全体に占めるがん、虚血性心疾

患、脳血管疾患、糖尿病等の生活習慣病の割合は増加し、死亡原因でも生活習慣病が約

6 割を占め、医療費に占める生活習慣病の割合も国民医療費の約 3 分の 1 となっている

(図表 6)。 

生活習慣病の中でも、特に、心疾患、脳血管疾患等の発症の重要な危険因子である糖

尿病、高血圧症、高脂血症等の有病者やその予備群が増加しており、また、その発症前

の段階であるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者と予備群

と考えられる者を合わせた割合は、男女とも 40 歳以上では高く、男性では 2 人に 1 人、

女性では 5 人に 1 人の割合に達している(図表 7）。 

医療費適正化に向けた取組においては、糖尿病、高血圧症、高脂血症等の発症、ある

いは重症化や合併症への進行の予防に重点を置き、生涯にわたって生活の質の維持・向

上を図ることが重要である。 

なお、生活習慣病としてがん（悪性新生物）も大きなウェイトを占めているが、がん

対策については、別途「がん対策推進基本計画」に基づいて対策を進めていくこととし

ている。 

 

図表6：医療費と死因（生活習慣病に分類される疾患) 

 
 


